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国税関係書類のスキャナ保存と
令和元年改正

Ⅰ

ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
の
経
緯

電
子
帳
簿
保
存
法
ⅰ
は
、
会

社
が
作
成
し
た
国
税
関
係
帳
簿

書
類
の
電
子
保
存
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
よ
る
保
存
、
会
社
が
作
成
ま

た
は
受
領
し
た
書
類
の
ス
キ
ャ

ナ
保
存
を
認
め
、
電
子
取
引
に

よ
り
生
じ
た
デ
ー
タ
の
保
存
義

務
を
定
め
た
法
律
と
な
っ
て
い

る
。ス

キ
ャ
ナ
保
存
と
は
、
領
収

書
、
請
求
書
、
見
積
書
等
の
国

税
関
係
書
類
に
つ
い
て
、
真
実

性
・
可
視
性
を
確
保
す
る
た
め

の
一
定
の
要
件
の
下
、
ス
キ
ャ

ナ
読
み
込
み
で
生
成
し
た
電
磁

的
記
録
に
よ
り
書
類
の
保
存
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。
平
成
27

年
、
28
年
度
税
制
改
正
に
よ
り

左
記
の
よ
う
な
要
件
緩
和
が
あ

り
、
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
の
利

便
性
が
高
め
ら
れ
た
。

⑴
3
万
円
基
準
の
撤
廃

新
た
に
適
正
事
務
処
理
要
件

を
新
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電

子
署
名
を
不
要
と
し
、
契
約
書

と
領
収
書
に
関
す
る
3
万
円
の

金
額
基
準
を
撤
廃
す
る
こ
と

で
、
要
件
緩
和
を
図
っ
た
。

⑵
関
連
す
る
帳
簿

業
務
処
理
サ
イ
ク
ル
方
式

（
1
か
月
な
ど
業
務
処
理
サ
イ

ク
ル
終
了
後
速
や
か
に
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
を
行
う
）
に
よ
る
保
存

の
場
合
に
、
こ
の
書
類
と
関
連

す
る
帳
簿
に
つ
い
て
も
電
帳
法

に
よ
る
電
子
保
存
の
申
請
は
求

め
ら
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

⑶
適
正
事
務
処
理
要
件

大
量
の
文
書
が
発
生
す
る
ス

キ
ャ
ナ
保
存
を
要
す
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
複
数
の
従
業
員
が

そ
の
業
務
に
関
わ
っ
て
い
る
は

ず
で
、
そ
こ
に
は
内
部
統
制
の

仕
組
み
が
な
け
れ
ば
業
務
が
動

か
な
い
。
従
来
の
契
約
書
や
領

収
書
の
よ
う
な
重
要
書
類
に
つ

い
て
金
額
3
万
円
以
下
と
い
う

金
額
基
準
を
置
い
て
い
た
代
わ

り
に
適
正
事
務
処
理
要
件
と
い

う
業
務
の
実
態
に
応
じ
た
要
件

に
置
き
換
え
る
こ
と
で
要
件
緩

和
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

ⅱ
。

⑷
読
み
取
り
機
器
の
要
件

原
稿
台
と
一
体
型
の
ス
キ
ャ

ナ
と
い
う
要
件
を
廃
止
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
領
収
書
等
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
す
る
ス
マ
ホ
撮
影

保
存
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の

場
合
、
領
収
書
等
に
つ
い
て
、

そ
れ
を
受
領
し
た
者
自
身
が
領

収
書
等
に
署
名
を
し
た
う
え
で

読
み
取
り
、
3
日
以
内
に
タ
イ

ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
こ
と
と
さ

れ
た
。

⑸
税
理
士
関
与

適
正
事
務
処
理
要
件
で
は
、

①
相
互
牽
制
、
②
定
期
的
な
チ

ェ
ッ
ク
、
③
再
発
防
止
策
が
求

め
ら
れ
て
い
た
が
、
定
期
的
な

チ
ェ
ッ
ク
を
税
務
代
理
人
が
行

う
場
合
に
は
、
①
の
相
互
牽
制

が
不
要
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
28
年

10
月
の
施
行
以
降
、
ス
キ
ャ
ナ

保
存
の
申
請
が
急
速
に
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
経
費
精
算
シ

ス
テ
ム
な
ど
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
さ
れ
、
ス
マ

ホ
で
領
収
書
を
撮
影
、
ク
ラ
ウ

ド
上
へ
送
信
、
経
費
精
算
シ
ス

テ
ム
が
経
費
精
算
書
を
作
成
す

る
だ
け
で
な
く
、
仕
訳
案
ま
で

作
成
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
量

の
帳
票
が
存
在
し
な
い
よ
う
な

業
務
に
お
い
て
も
、
電
帳
法
の

利
用
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

Ⅱ

令
和
元
年
度
税
制
改
正
の
概
要

こ
う
し
た
普
及
の
段
階
へ
と

進
み
つ
つ
あ
る
ス
キ
ャ
ナ
保
存

制
度
に
対
し
て
、
追
加
的
な
改

正
が
行
わ
れ
た
。
抜
本
的
な
改

正
と
い
う
よ
り
は
、
制
度
を
よ

り
実
務
に
適
応
さ
せ
る
た
め
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
あ
る
が
、
制

度
の
普
及
の
う
え
で
、
大
き
な

影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

⑴
新
た
に
業
務
を
開
始
し
た
個

人
の
承
認
申
請
に
係
る
特
例

（
電
帳
法
6
①
、
②
）

電
帳
法
の
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
保
存
義
務
者
は
、
原
則

と
し
て
帳
簿
の
備
付
開
始
日
等

の
3
月
前
ま
で
に
承
認
申
請
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
新
た
に
設
立
し
た
法
人
に

つ
い
て
は
、
承
認
申
請
書
の
提

出
期
限
の
特
例
（
設
立
の
日
以

後
3
月
以
内
）
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に
業
務

を
開
始
し
た
個
人
事
業
主
に
つ

い
て
も
、
そ
の
業
務
を
開
始
し

た
日
か
ら
2
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
、
承
認
申
請
書
の
提
出
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
た
。

⑵
過
去
分
重
要
書
類
の
ス
キ
ャ

ナ
保
存
化

こ
れ
ま
で
、
電
子
保
存
の
承

認
を
受
け
る
前
に
作
成
又
は
受

領
等
を
し
た
重
要
書
類
（
以
下

「
過
去
分
重
要
書
類
」
と
い

う
。）
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ャ

ナ
保
存
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
今
般
の
改
正
に
よ

り
、
ス
キ
ャ
ナ
保
存
の
承
認
を

受
け
て
い
る
保
存
義
務
者
は
、

過
去
分
重
要
書
類
に
つ
い
て
、

適
用
届
出
書
を
提
出
し
た
場
合

に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
で
、
ス
キ
ャ
ナ
保
存
を
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（
規

則
3
⑦
）。

こ
の
過
去
分
重
要
書
類
の
ス

キ
ャ
ナ
保
存
を
行
う
場
合
の
保

存
要
件
に
つ
い
て
は
、
過
去
分

重
要
書
類
が
そ
の
性
質
上
、
作

成
・
受
領
か
ら
一
定
期
間
経
過

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

や
、
そ
の
受
領
者
等
の
特
定
が

容
易
で
な
い
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
入
力
要

件
並
び
に
適
正
事
務
処
理
要
件

の
う
ち
相
互
け
ん
制
要
件
及
び

再
発
防
止
要
件
が
不
要
と
さ
れ

る
な
ど
、
要
件
が
緩
和
さ
れ
て

い
る
（
規
則
3
⑦
後
段
）。

⑶
承
認
申
請
手
続
の
見
直
し

電
子
帳
簿
保
存
及
び
ス
キ
ャ

ナ
保
存
制
度
に
関
し
て
、
申
請

者
の
予
見
可
能
性
を
向
上
さ

せ
、
ま
た
そ
の
手
続
負
担
を
軽

減
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
市
販
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
対
象
に
、
公

益
社
団
法
人
日
本
文
書
情
報
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｍ

Ａ
）
に
よ
る
要
件
適
合
性
の
確

認
（「
認
証
」）
を
受
け
た
も
の

を
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
承
認
申
請
書
の
記
載
事
項

や
添
付
書
類
を
一
部
省
略
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
確
認

を
受
け
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ

い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
、
認
証
を
受
け

た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て

電
子
保
存
を
行
う
場
合
の
承
認

申
請
書
の
ひ
な
型
の
公
開
も
行

わ
れ
て
い
る
。

⑷
取
扱
通
達
等
の
改
訂

電
子
帳
簿
保
存
法
取
扱
通
達

（
以
下
、「
通
達
」
と
い
う
。）

が
改
正
さ
れ
、
従
来
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
電
子
帳
簿

保
存
法
Ｑ
＆
Ａ
」
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
た
も
の
が
「
電
子
帳

簿
保
存
法
一
問
一
答
（
電
子
計

算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
帳

簿
書
類
及
び
電
子
取
引
関

係
）」
と
「
電
子
帳
簿
保
存
法

一
問
一
答
（
ス
キ
ャ
ナ
保
存
関

係
）」（
以
下
、「
一
問
一
答
」

と
い
う
。）
に
変
更
さ
れ
、
そ

の
中
で
取
扱
い
の
変
更
が
公
表

さ
れ
て
い
る
。

①
入
力
等
に
係
る
期
間
に
関
す

る
解
釈

従
来
、
入
力
方
法
の
要
件
中

「
速
や
か
に
」
と
い
う
の
は
従

来
「
1
週
間
以
内
」
と
規
定
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や

お
盆
・
正
月
な
ど
実
務
的
に
実

施
不
可
能
な
場
合
が
出
る
こ
と

が
不
安
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
、「
国
税
関
係
書
類
の
作
成

又
は
受
領
後
お
お
む
ね
7
営
業

日
以
内
に
入
力
し
て
い
る
場
合

に
は
、
速
や
か
に
行
っ
て
い
る

も
の
と
し
て
取
り
扱
う
。」（
通

達
4
―
20
）
と
明
記
し
て
、
実

務
上
の
支
障
が
な
い
よ
う
に
、

あ
る
い
は
不
安
が
な
い
よ
う
に

対
処
し
た
。

②
業
務
処
理
に
係
る
通
常
の
期

間業
務
処
理
サ
イ
ク
ル
方
式
で

の
入
力
は
、
業
務
処
理
サ
イ
ク

ル
を
1
か
月
プ
ラ
ス
1
週
間
と

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
た
と

え
ば
納
品
書
が
入
手
さ
れ
、
請

求
書
の
支
払
処
理
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
、
納
品
書
を
保
存
す
る

と
い
う
業
務
を
考
え
れ
ば
、
入

手
か
ら
2
カ
月
近
い
期
間
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た

企
業
側
の
実
務
か
ら
観
察
さ
れ

る
当
然
の
要
請
と
し
て
、「
最

長
2
か
月
の
業
務
処
理
サ
イ
ク

ル
で
あ
れ
ば
、「
そ
の
業
務
の

処
理
に
係
る
通
常
の
期
間
」
と

し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す

る
。」（
通
達
4
―
21
）
と
定
め

ら
れ
た
。

③
特
に
速
や
か
に
行
う
こ
と
の

意
義

ス
マ
ホ
撮
影
保
存
に
お
け
る

従
来
の
3
日
以
内
と
い
う
「
特

に
速
や
か
に
」
の
要
件
が
「
国

税
関
係
書
類
の
作
成
又
は
受
領

後
お
お
む
ね
3
営
業
日
以
内
に

タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
し
て
い

る
場
合
に
は
、
特
に
速
や
か
に

付
し
て
い
る
も
の
と
し
て
取
り

扱
う
。」（
通
達
4
―
23
）
と
変

更
さ
れ
た
。
こ
れ
も
連
休
中
や

通
信
状
態
の
不
安
定
な
海
外
出

張
な
ど
を
想
定
し
て
、
実
務
の

常
識
を
通
達
が
取
り
込
ん
だ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
定
期
的
な
検
査
に
関
す
る
解

釈ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
に
お
い

て
は
、
受
領
か
ら
入
力
ま
で
の

事
務
処
理
の
内
容
を
定
期
的
に

検
査
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
頻
度
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
事
業
所
等
を
対
象
と
し
て
1

年
に
1
回
以
上
行
う
こ
と
と
し

て
い
た
が
、
事
業
規
模
に
応
じ

た
柔
軟
な
対
応
を
可
能
と
す
る

た
め
、
お
お
む
ね
5
年
の
う
ち

に
全
て
の
事
業
所
等
の
検
査
を

行
う
場
合
も
要
件
を
充
足
し
て

い
る
も
の
と
取
り
扱
う
こ
と
と

し
た
（「
一
問
一
答
」
問
48
）。

⑤
検
索
機
能
の
確
保
に
関
す
る

解
釈

ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
に
お
い

て
は
、
入
力
デ
ー
タ
を
請
求
書

や
領
収
書
な
ど
書
類
の
種
類
別

に
検
索
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
解
釈
を
見
直
し

た
。
具
体
的
に
は
、
勘
定
科
目

別
に
検
索
が
可
能
な
場
合
も
要

件
を
充
足
し
て
い
る
も
の
と
取

り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
（
通
達

4
―
39
）。

Ⅲ

税
理
士
の
対
応

平
成
28
年
度
改
正
で
は
、
小

規
模
企
業
に
お
い
て
、
社
内
で

経
理
等
が
行
う
定
期
的
な
検
査

を
顧
問
税
理
士
が
担
当
す
る
こ

と
で
社
内
で
の
内
部
統
制
を
省

略
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
本
年
度
改
正
で
、
実
務

に
よ
り
着
目
し
た
改
正
が
行
わ

れ
る
こ
と
で
、
電
子
保
存
を
進

め
る
う
え
で
の
障
壁
が
さ
ら
に

下
が
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
帳

簿
や
発
行
し
た
請
求
書
控
え
等

は
パ
ソ
コ
ン
で
見
れ
ば
よ
い
と

い
う
実
務
が
一
層
増
え
、
受
領

し
た
領
収
書
等
は
ス
キ
ャ
ナ
で

読
み
込
み
、
Ａ
Ｉ
で
自
動
仕
訳

す
る
こ
と
も
容
易
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
税
理

士
も
ス
キ
ャ
ナ
保
存
の
定
期
的

検
査
を
請
け
負
う
こ
と
で
、
顧

問
先
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
協
力

を
し
て
い
く
と
い
っ
た
姿
勢
を

持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
少
子
高
齢
化
で

経
理
事
務
を
担
当
す
る
従
業
員

の
採
用
も
困
難
に
な
る
時
代
に

備
え
、
事
務
合
理
化
と
い
っ
た

観
点
か
ら
の
電
子
化
も
考
え
て

い
き
た
い
。

ⅰ

本
稿
で
は
、
電
子
帳
簿
保
存

法
を
「
電
帳
法
」、
電
子
帳
簿
保

存
法
施
行
規
則
を
「
規
則
」
と

し
て
表
記
す
る
。

ⅱ
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